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外郭団体に関する特別委員会 

（健康局） 

令和４年 12月 23日 

 

神戸市看護大学における優秀な学生の確保及び市内就職促進について 

 

１．現状 

近年、少子化により 18 歳人口が減少する一方で、看護系大学、学部、学科の相次ぐ新設・定員増に

より、大学間の競争が激化しており、受験生確保に向けた取り組みはますます重要となっている。また、

学部卒業生の市内就職率は、他都市の看護系大学と比較して低い水準となっており、市内就職率の向上

に向けた取り組みが必要となっている。 

 

学部入学生の居住地の推移 

   学部卒業生の就職先の推移 

  

２．対応 

幅広く優秀な学生を確保し、できるだけ多くの卒業生に市内医療機関等で活躍していただくため、下

記の取り組みを実施。 

 （１）入学金の引き下げ 

  ・令和５年４月以降の入学者を対象に、入学金を一律 141,000円引き下げる。 

 現  行 引き下げ後 

神戸市住民及びその子弟※ 282,000円 141,000円 

その他の者（神戸市外者） 423,000円 282,000円 

※神戸市住民：入学の日の１年前から引き続き本市に住所を有する者 

その子弟  ：神戸市住民の配偶者又はその２親等内の親族 

 

 （２）市内就職奨励金の創設 

   ・令和５年３月以降の学部卒業生を対象に、市内就職のインセンティブとして、市内医療機関等

に就職した場合、奨励金（総額 141,000円）を支給する。 

    ※政令市の看護系大学の取組みとしては全国初 

   ・令和５年４月以降の入学者については入学金も引き下げとなるため、市内入学生が市内医療機

関等に就職した場合、入学金が実質無料、市外入学者であれば実質半額となる。 

市 内 41人 (41%) 46人 (49%) 42人 (44%) 43人 (46%) 55人 (65%)

市 外 60人 (59%) 47人 (51%) 53人 (56%) 51人 (54%) 30人 (35%)

令和元年度 令和２年度 令和３年度平成29年度 平成30年度

市 内 26人 (27%) 28人 (29%) 23人 (24%) 25人 (26%) 22人 (23%)

市 外 69人 (73%) 67人 (71%) 72人 (76%) 70人 (74%) 75人 (77%)

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
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    ※入学の日の１年前から引き続き本市に住所を有する者及び本市住民の配偶者又はその２親等内の親族 

 

 ①支給対象者 

 学部卒業生で、卒業後、看護師、保健師又は助産師の資格に係る業務に就き、勤務して

いるもの 

 就業場所：神戸市内の医療機関、介護施設及び事業所、行政機関など 

 就業条件：１週間の所定労働時間が 20時間以上 

    ②支給方法 

     市内定着の観点も踏まえ勤続年数（１～３年）に応じ、以下のとおり支給 

１年経過後：５万円、２年経過後：５万円、３年経過後：４万１千円 

※同一でない医療機関等での勤続期間は、医療機関等ごとの勤続期間を合算する 

※病気、育児、介護その他これらに類する事由により１箇月以上引き続いて勤務しない期間 

を勤続期間から除く 

③申請期限 

学部を卒業した日の翌日から６年間 

④周知方法 

・広報チラシ 

オープンキャンパス（８月５日、６日実施。参加者 1,275 人）での配布や高等学校等 

（2,180か所）への送付 

・デジタルサイネージでの広報 

・SNSの活用 

 看護大学公式アカウント（LINE、インスタグラム）での制度周知 

 ツイッター、インスタグラムでの広告バナー掲載（大学特設ページへの誘導） 

 

（３）魅力向上に資する施設整備 

  ・受験生に選ばれる魅力的な学修環境を整備するため、学生ニーズ調査で要望が多かった、以下

の施設改修を実施。 

 パウダーコーナー新設などトイレの美装化（９月完了） 

 学内全域での Wi-Fi環境整備（８月完了） 

 学生食堂のウッドデッキ再整備（床板補修は９月完了。今後日除け対策等を講じる。） 

 教育棟南館の空調更新（更衣室空調含む）（４月完了） 

 

入学金引下げ
（令和５年４月入学より）

市内就職奨励金
（令和５年３月卒業より）

実質入学金

28万２千円

14万１千円

42万３千円

28万２千円

市内
入学生
（※）

14万１千円

0円

市外
入学生

14万１千円
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（４）市内病院との連携強化・実習先の開拓 

  ①市内病院との連携強化 

   ・市内病院を直接訪問して、採用された卒業生の状況や病院の特徴、雰囲気などを把握し、今

後のキャリア支援に役立てる。 

    ・令和４年度訪問先：公立・公的病院６病院、民間病院３病院 

  ②実習先の開拓 

   ・令和４年度は４か所の実習施設を新たに確保 

（訪問看護ステーション１か所、精神科領域のグループホーム３か所）。 

 

３．今後の取り組み 

 引き続き、入学金引き下げや市内就職奨励金制度など大学の魅力を強力に発信するとともに、過去

の入試データに基づく高校訪問の更なる充実・拡大など戦略的な広報活動を展開し、優秀な学生の確

保と市内就職率の向上に努める。 
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